
〈二次案内〉                               令和元年１０月１5 日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

         令和元年 １１月２３日（土）※勤労感謝の日 

  

 札内コミュニティープラザ 

          （幕別町札内青葉町３１１番地１１ TEL 0155-56-7873） 

 

         十勝特別支援教育振興協議会（会長 宮原達史 音更町教育委員会教育長） 

 

         「１人１人のニーズに応じて こどもを支えるつむぎ合いを考える」 

          ～子どもたちが生涯にわたって生活できる地域作りのために～ 
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第４ ３ 回十勝特別支援教育研究大会＆  

第４ ４ 回保護者と教職員の集い 

 開 催 要 項 

期 日 

会 場 

主 催 

日 程 

9:30  9:45         12:00  13:00  13:15 13:25        15:20 15:30        16:45 16:50  

今年度は 

合同開催です！ 

 

 

大会テーマ 

保護者と 

教職員の 

集い 

【Ｇｕｅｓｔ Ｍｏｔｈｅｒ ～ゲストママさんたちをご紹介します！】 

★二上 祐子さん 

 一昨年の春、娘さんの中札内高等養護学校への入学を機に埼玉県から更別村に移住されました。ゲストママ 3 回目

の今年は、娘さんが通常学級から支援学級にうつるまでの長い葛藤、来春の就労に向けた現場実習を経た娘さんの変

化等をお話しして下さる予定です。中札内村で支援員として勤務され、十勝で人とのつながりも広げられています。 

 

★藤田 佳奈子さん 

 ゲストママを引き受けてくださり今年で 3 回目。車が大好きな小学 4 年生の男の子のお母さんです。イヤーマフを

使いながら学校生活を送っています。４月からお母さんが専業主婦になり、放課後の過ごし方も変わり、習い事等の

新しい世界にもチャレンジしているところです。周囲からの理解の大切さや、親としての心構え等共有できたらうれ

しいです。 

 

★高橋 寿子さん 

 支援学級在籍の小４の娘さん、帯広養護学校在籍の小６の息子さん、高校１年生娘さん、の３人を育てながら、編

みぐるみやレジンアクセサリー等の手作り作品の創作から各種イベントへの出展まで忙しくこなすクリエーター＆ス

ーパーママです。優しく強くおおらかにお子さんたち成長と向き合う姿にはいつも学ばされます。昨年大好評につき

今年も快く引き受けていただきました。 

 

 

 

【内容】トークライブ 『すてきなおかあさんたちとのおはなし ～part12 』 

＊無料の託児もあります。詳細については「保護者と教職員の集い」の開催要項をご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        【 演  題 】 

『安心して子育てできる地域を目指して～学校・地域でできる子育て支援～ 』 

     講師 うらかわエマオ診療所 理事長 児童精神科医 精神科医・ 

放課後等デイサービスからし種 管理者  八十川 真里子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 支援者の心構え（講師 大樹町立大樹小学校 渡辺 順彦 氏） 

～支援をするにあたっての基本的な支援の心を学びましょう～ 

② 青年期への支援について（講師 幕別町住民福祉部福祉課障がい者就労・ 

発達支援コーディネーター 菊地 信二 氏） 

～行政からの新たなアプローチについて学びましょう～ 

③ 保護者の思いを学ぶ（講師 親の力をはぐくむ会 infant代表 奥村 仲恵 氏） 

～もっと保護者の思いを、感じたい、学びたい～ 

④ 検査の見方（講師 新得町立新得小学校 後藤田 彰 氏） 

～子どもたちの育ちを見つめる検査の見方を学びましょう～ 

         ※④の分科会にご参加の方は、当日分析してほしい検査結果をお持ちください。 

分科会 

☆申し込みについて～「集い」については 11日まで、「講演会」「分科会」については 13日まで、それぞ

れの申し込み FAX用紙にてお申し込みください。 

☆今年は１日日程となりますが、午前の「保護者と教職員の集い」のみの参加や、午後の「講演会」「分

科会」のみの参加でも OKです。「講演会」には保護者の方も参加できます。 

☆問い合わせ先 十勝特別支援教育振興協議会・研修Ⅰ部長 俵口 修治(メール dc5kurobon@ybb.ne.jp） 

（上士幌町立上士幌中学校 TEL01564-2-2024 FAX01564-2-4440）  

講演会 

★谷口 まどかさん 

 当時小学校 4 年生の息子さんが不登校となり小規模校への転校を検討。2015 年、大阪から本別町へ移住。毎日の家

庭訪問等、学校側の手厚い支援や地域の方々の協力により一年間で不登校を克服。現在中学三年生になった息子さん

の進路に向けた情報収集をしつつ、自身の仕事や地域活動にも精力的に取り組むバイタリティ溢れるお母さんです。 

 

★吉田 明子さん 

 成人されたお子さんと現在中学生のお子さんを育てていらっしゃるお母さん。今年初めてゲストママを引き受けて

いただきました。小、中学校と支援学級を利用しながら、常にお子さんの将来を見つめ、関わり、道筋をつけてこら

れました。必要な支援と理解を求めるために、担任ともとことん話すこと。幕別町親の会カラフルでは、就学前のお

母さんのよきアドバイザーとして活躍されています。 

 日本の精神医療の先進地、あの有名な「浦河べてるの家」のある日高管内浦河町で唯一の常勤の児童

精神科医として、また子ども達の成長を見守る放課後デイサービスの管理者として、日々大変ご活躍さ

れている、うらかわエマオ診療所＆放課後デイサービスからし種の八十川真里子先生にお越しいただき

ます。八十川先生は北海道新聞コラム「朝の食卓」にも医師として人として大変愛情溢れた文章を数々

寄せられました。そんな八十川先生の地域作り・子育て支援についてのお話をお伺いできる大変貴重な

機会です。ぜひ皆さん、お誘い合わせの上、お越し下さい。お待ちしております。 


